
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

東栄町公園マネジメントプラン（概要版） 

＜公園の概要＞ 

 面  積：７９３㎡   所 在 地：新金屋二丁目 520 

 公園種別：街区公園   用途地域：第一種住居地域 

 避 難 所：指定なし 

 主な施設：遊具（砂場、ブランコ、滑り台）、ベンチ、照明、 

水飲み器 

＜利用状況（意見）＞ 

 ・チューリップ苑居住者や近所の児童がよく利用している。 

 ・犬の散布で利用する。 

 ・過去には町内会の催しが行われたことがある。 

＜問題点＞ 

 ・遊具の利用頻度は少ない。 

 ・広場や花壇の草丈が長くなっている場合がある。 

 ・樹木が隣家側に傾いている。 

 ・面積が狭いため、長時間の滞在には不向きである。 

魚津市パークマネジメント基本方針（R1.7 月策定） 

 R3. 6 月  第１回 趣旨説明、公園の現状、将来目指すべき姿について（意見聴取） 

     7 月  第２回 公園毎の機能再編・分担の検討 

10 月  第３回 公園毎の目指すべき姿(将来像)、機能再編方針の設定 

          施設毎の維持管理・改修整備方針の検討 

12 月 公園別マネジメントプラン記載内容の確認（書面） 

R4. 1 月  公園別マネジメントプラン修正等 

機能再編方針 

公園の目指すべき姿を実現するため、近隣の街区公園との機能分担

により、当公園は、「休養」を主たる機能として施設の再編を図る方針

とします。 

既設遊具の「遊び」の機能は、将来的に近隣の他公園へその機能を

集約し、地域住民の憩いのスペースとして安らぎを感じることのでき

る空間づくりを目指します。 

公園施設毎の方針 

遊具：点検で使用継続が困難と判断されるまでは「維持」。 

   将来的には他公園へ機能集約。 

植栽：公園里親制度に基づく支援を継続しつつ、協働による 

   適切な管理に努める。 

水飲み器：バリアフリー対応型への更新検討。 

ベンチ：日よけ・あずまや新設に併せ、仕様や適切な配置を

検討する。 

広場：里親活動と協働して適切な芝生管理を図る。 

外柵：目指すべき公園機能に適した空間となるよう、仕様 

   や高さを検討する。 

基本理念  「公園で地域の魅力と価値を高める」 

総合計画 

都市マスタープラン 緑の基本計画 

パークマネジメント基本方針 立地適正化計画 

関連 

目指す公園像 ・人々が集い、つながりを生む公園 

       ・地域の愛着と誇りを育てる公園 

本江地区公園利用推進協議会 

今後の取組・課題など 

・再整備へ向けた実施設計 

・周辺環境などの変化に応じたプランの見直し 

・利用状況の把握、公園利用ルールの検討、多様な主体との 

連携手法の検討など 

 「住宅地の中の気軽に憩える公園」 
公園の目指すべき姿 

（将来像） 


